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第１章 教育大綱の策定にあたって 

 

１．大綱策定の趣旨 

 平成２７年４月に施行された「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正

する法律」により、各地方公共団体の長は、教育基本法に基づき策定される国の「教育振

興基本計画」における基本的な方針を参酌し、その地域の実情に応じた教育、学術及び文

化の振興に関する総合的な施策の大綱を定めるものとされました。 

 三種町においては、平成２８年３月に「三種町教育大綱」を策定し、本町のめざすべき

教育の将来像の実現に取り組んできたところですが、現行の「三種町教育大綱」の実施期

間が平成２９年度末をもって終了することから、近年の社会情勢の変化や教育を取り巻く

社会の動向等も踏まえ、本町の実情に応じた教育、学術及び文化の振興に関する施策の総

合的かつ効果的な推進を図るため、「第２期三種町教育大綱」（以下「大綱」という。）を策

定するものです。 

 

２．大綱の位置づけと計画期間 

（１）大綱の位置づけ 

  この大綱は、三種町の教育行政を推進するための基本指針となることから、町の計画

や施策との整合性が保たれる必要があります。第２次三種町総合計画の基本構想に定め

る基本目標の達成に向け、本町の教育がめざす基本的な方向や今後推進すべき施策を明

らかにします。 

（２）大綱の計画期間 

  この大綱は、第２次三種町総合計画の前期基本計画に基づき事業を展開していくこと

から、その周期を合わせるため、平成３０年度から平成３３年度の４年間とします。 

  また、大綱は、本町を取り巻く社会経済情勢やニーズの変化、また、法律や国の制度

改正などがあった場合には総合教育会議において協議を行い、必要に応じて適宜見直し

を行います。 

 

３．三種町のめざす教育 

 第２次三種町総合計画の基本構想では、『創造性豊かな文化ときらめく人を育むまち』を

教育分野におけるまちづくりの基本目標に掲げました。 

 高齢化や国際化、情報化の進展など変化が激しい時代を生き抜くためには、これまでの

単に知識を増やすだけの教育は役に立ちません。子どもたち一人一人が、社会の変化に柔

軟に対応し、他者と協力しつつ自律的に社会生活を送る力をつけることが必要不可欠です。 

また、生きがいを実感しながら人生を心豊かに送りたいという町民の意識も強まり、生

涯学習やスポーツ・文化活動への関心も高まっています。 

本町では、子どもたちが、身近な地域の中で大人に支えられ、見守られ、様々な経験を

通して成長していくとともに、子どもから大人まで全ての住民が、共に学び成長し続けら

るよう、「創造性豊かな文化づくり」と「新たな時代を切り拓くきらめく人づくり」をめざ

し、教育施策を推進して参ります。 
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第 2章 施策の基本目標 

 

基本目標１ 生きる力を育む学校教育の充実 

 

ふるさとを愛する心、自分で課題をみつけ、自ら学び自ら考える力、正義感や倫理観な

どの豊かな人間性、健康な体力を身につけ、基礎・基本を大切にする教育の推進に努めま

す。  

また、児童生徒が安全に学ぶことができる環境づくりに努めます。 

 

取組方針 

〇基礎学力の向上 

〇ふるさと学習の推進 

〇情報化に対応した教育の推進 

〇福祉並びに人権・道徳教育の推進 

〇環境教育の推進 

 

基本目標２ 豊かな学びを支える教育環境の充実 

 

人口の減少や少子化によって児童生徒数・学級数が減少し、複式学級なども発生してき

ています。 今後、児童生徒数の動向をふまえながら、教育環境を整えていく必要がありま

す。 

また、近年は全国的に、児童生徒のいじめや不登校、登下校時の事故や事件が多く発生 

しており、相談・指導体制の充実や通学路の安全確保など、家庭・学校・地域が一体とな

り、児童生徒にとって安全・安心な環境づくりに取り組みます。  

 

取組方針 

〇施設・設備の年次的改修 

〇教材備品・情報化機器等の整備・充実 

〇通学路の安全と通学手段の整備・改善 

〇学校再編の検討 

〇国際化に対応した教育の充実 

〇障害児の就学指導の充実 

〇食育と生活習慣の確立 
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基本目標 3 幼児教育の充実 

 

乳幼児期は、人間形成の基礎が培われる重要な時期であり、基本的生活習慣の形成や情

操を育む家庭教育が大切な役割を果たします。 しかし、少子化、核家族化や共働き世帯の

増加による家庭の養育機能の低下など、幼児をめぐる家庭や社会環境も大きく変化してお

り、その結果、家庭の教育力の低下がみられます。 

このため、家庭教育の重要性がますます大きくなり、情報提供や相談体制の整備などを

図っていくことが必要となっています。幼児教育への多様化に対応するため、幼稚園と保

育園との連携を強化しながら、家庭や地域が一体となった教育環境づくりを目指します。  

また、子育ての原点である家庭の教育力を向上させるため、情報提供や相談体制の整備、

家庭や地域、関係団体との連携を図ります。 

 

取組方針  

〇子育て講演会等の開催 

〇家庭教育講座の開催 

〇家庭教育推進体制の整備 

〇幼稚園・保育園・小中学校との連携 

  

  基本目標４ 青少年の健全育成 

 

ＰＴＡや青少年育成団体などを中心に、家庭・学校・地域社会が連携し、青少年の健全

育成に向けた環境整備や取り組みを行っています。 今後も、関係機関との連携を深め、青

少年を見守り、育てていく必要があります。また、青少年が、心豊かに生活できるよう、

子ども会やスポーツ少年団の活動を通した健全育成や地域での交流や体験の機会を充実す

るよう努めます。家庭・学校・地域が連携して、青少年の健全育成活動を展開し、心身と

もにたくましい青少年の育成をめざします。 

 

取組方針 

〇ＰＴＡ、青少年育成団体等との連携強化 

〇家庭・学校・地域との連携強化 

○青少年に有害な環境の浄化 

〇地域での交流や体験機会の充実 

〇ボランティアをとおした育成活動の推進 

〇スポーツ少年団の活動促進 
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基本目標５ 生涯学習と芸術文化の振興 

 

(1)生涯学習の推進 

長寿社会などによって、自由時間を活用し、生きがいや自己実現、心の豊かさとやすら

ぎを求める人が増えており、新しい学習機会を得ようとする意欲が高まっています。 また、

まちづくりという視点からも学習機会の増大は大きな課題であり、学習やボランティア活

動をとおして地域の指導者育成を図るなど、町民の地域社会への関心を高めていくことが

重要となっています。 

また、それぞれの世代にあった講演会や講座の開設など、多様な学習機会と情報の提供

が求められており、「いつでも」「どこでも」「だれでも」気軽に学習できる体制づくりが必

要となっています。 

生涯学習活動は、公民館を拠点施設として行っていますが、施設の老朽化や設備不足が

見られます。 町民がより学習しやすい環境をつくるため、施設整備や機能充実を行うとと

もに、施設の有効活用を図る必要があります。 

それぞれの世代に応じた生きがいや自己実現を図るため、生涯学習推進体制および環境

整備を図るとともに、生涯各期を通じた学習活動の充実とまちづくりにつながる地域への

関心を高め、生涯学習ボランティアの養成に努めます。 

 

取組方針 

〇指導者の養成と研修活動の充実 

○学校支援事業の充実 

○生涯学習奨励員の活動推進 

〇世代や時代に即した学習機会の提供並びに情報の提供 

〇既存施設や設備機能の充実 

〇施設整備の推進 

 

(2)芸術・文化の振興 

本町には各種芸術文化団体、サークルがあり、自主活動のほか、町民祭での展示・発表

などを行っています。 しかし、若年層の参加が少なく、会員の固定化、高齢化が進んでき

ているため、芸術文化に対する町民の理解と参加意識の高揚に努める必要があります。 

会員不足やリーダー不足により、各団体の活動が停滞しないように、類似団体が連携し、 

交流の場や活動の機会を工夫するなど、新たな活動方法の企画・運営が必要です。 

文化財関係は、国の重要文化財、町指定の文化財などがあり、また、地域固有の伝承文

化、伝統行事も残されています。 これらの文化財を守っていくことは、自分の住んでいる

地域や郷土に対する理解と関心を深め、町民の生きがいや地域の連帯を高めるうえで大き

な役割を果たすことから、その保護・育成に努めます。 

芸術文化活動は、ゆとりや生きがいなど、心の豊かさを求められる社会にとって欠かせ

ないものとなっています。 豊かな郷土文化を創造するため、歴史的な遺産・文化財の保護

と活用に努め、町民自ら芸術文化活動に親しみ、実践できる機会の拡充を推進します。 
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取組方針 

 〇文化講演会・音楽鑑賞会などの開催 

〇発表機会の提供と支援 

〇他市町村との芸術文化活動の交流促進 

〇伝統芸能の祭典等の開催 

○伝統芸能の保存と後継者育成への支援 

〇文化財ボランティアなどの養成 

 

基本目標６ 生涯スポーツの推進 

  

スポーツ・レクリエーションは、健康増進や体力向上には不可欠で、楽しく活動するこ

とにより気分転換や仲間づくりにもつながります。一般に仕事や家事で忙しくなると、定

期的に運動する機会は減りますが、健康寿命の延伸という点からも生涯スポーツの必要性

はますます高まっています。 

また、子どものスポーツ離れも深刻な問題でありますが、可能な限りスポーツ・レクリ

エーション活動に取り組める体制づくりが必要です。 

各種スポーツ大会等については、それぞれの地域で特長を生かした取り組みを行ってい

ますが、効率的な運営を図るため、体育協会加盟団体及び地域スポーツクラブが連携し、

活動を支援していく必要があります。 

さらに、町民を対象とした講習会・研修会を開催し、地域スポーツをリードする人材を

育成する目的でスポーツ指導者を養成していく必要があります。スポーツイベントの開催

を通して、スポーツ観戦機会を増やし、スポーツへの参加意欲の高揚を図る必要がありま

す。 

スポーツ施設は、必要に応じて改修などにより整備するとともに備品の更新を行い、よ

り利用しやすい環境をつくる必要があります。 

健康で心豊かな人づくりのため、だれもが気軽に生涯を通じて親しめるようにスポー

ツ・レクリエーション活動の推進や情報提供を行います。 また、スポーツ関係団体の活動

支援及び情報提供や施設の環境整備を図ります。 

 

 

 

取組方針 

〇総合型地域スポーツクラブの活動支援・充実 

〇スポーツイベント・教室の開催 

〇指導者の資質向上のための支援及び新たな指導者の養成 

〇体育協会及びスポーツ少年団等、スポーツ関係団体の活動支援・強化 

〇公式大会、スポーツ合宿等の誘致及び支援 

○スポーツボランティアの育成・確保 

〇施設の改修整備及び備品の更新 
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基本目標７ 国際理解の促進と国際交流の推進 

  

インターネットの普及や物流などの経済を中心としたグローバル化の進行によって企業

や個人の国際交流が加速する中、国際化の流れを積極的に取り込み、住民の国際感覚の醸

成を図りつつ、活力あるまちづくり、特色ある地域づくりを進める必要があります。 

国際化が進展する中で、広い視野に立ち、異文化を理解し、国際交流を支えていく人材 を

育成するため、小・中学校ではＡＬＴ（外国語指導助手、外国語活動支援員）を活用しな

がら、児童生徒の国際感覚の育成に努めていますが、交流の機会が必ずしも十分とは言え

ない状況にあります。また、イベントで交流の機会を増やしたり、英会話教室の開催など

が求められています。 

国際交流を進めるため、外国語教育の推進や海外派遣の充実を通し、国際性豊かな人材

を育成していきます。また、生涯学習や学校教育の場で、互いに地域の特性を生かした積

極的な交流を進めます。 

 

取組方針  

〇国際交流団体との連携・活動支援 

〇在住外国人との交流事業の促進 

〇姉妹都市や友好都市の締結 

○外国語講座の拡充 

〇パンフレットの外国語の促進 

 


